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天葉下島東部の地質

高井保明＊坊城俊澤纏
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this　paper　the　writers　presume　that　the　geologic　age　of　the　Hg　formation　is　p鋤b油1y　the　upper

H：etonaian，because　it　contains　Pl6z6709〆α粥吻漉040％3μ召錫4z63置CRIKAWA汎nd　MAEDA，1〉σ銘o郷∂ゴs

sσ‘h4伽θ競5δ7伽ε夏CHIKAWA　and　MAEDA．

　　　The　Palaeo9駐ne　and　the　upPer　Cretaceous　in　the　district　are　considerab夏yまo重（撫d　and重ault・

ed．The　main　structures　o養these　systems　are轟ssi艶d，as＆whole，into　the｛oi五〇wi紅g　two　types：

　　　（1）foldings　an撮蜘三ts　elo鍛gated　in　NN籍SSW　direction

　　　（2）faults，having　NW－SE　direction

，Both　structures　are　t墨職ought　to　have　been　completed　during　the　period　from　the　deposition　of　the

Sakasegawa　form就ion　to　that　of　the　P三iocene（t董襟Saitsu　formation）．

　　　In　the　district　the　Palaeogene　and　theαpper　Cretaceous　are　intr“ded－by　dykes　and　sheets

of　igneous　rocks・（porphyrite　and　basalt）in　ma践y　places・

　　　　　　　　要　　旨
　この調査は北九州島原半島一円にわたる海陸地帯の総

合調査の一部として行なわれ，調査地域（第1図）にお

ける上部白墓系と古第三系との関係ならびに古第三系の

層序・構造および炭層の消長を明らかにすることに調査

の主眼がおかれた。成果の要陶は次のとおりである。

1）地域内の古第三系の層序は第1表のように総括さ

れ，大観して天草下島の他地域のものとほぼ共通してい

る。

2）　しかし，地域内の古第三系を構成すち各地層は岩

質・層厚などの点では下島の他地域のものと多少の差異

を示す。とくに地域の南部隣接地（牛深～魚貫地域）と

　　　　　　　と　いし較べると，本地域の砥石層は層厚が薄化し，泥質となり

　　　　　　　　　　　　　　ふくれぎまた炭層をほとんど挾まないようになる。福連木層も厚

さを減ずる。

3）　地域内の古第三系の最下底を福連木層としたが，

　　　　　　　　　　　　　かみしま本層はその岩質・含有化石などから天草上島などにみら

れる白岳層に相当するものと思われる。福連木層は地域

内において上部白璽系を傾斜不整合をもって覆うものと

判断きれる。

4）　したがって・本地域に近接する天草乞島、天草牧

島，鹿児島県長島などにみられる赤崎層に相当する地層

は，．地域内ではこれを欠くものと考えられる。

5）地域内の古第三系の基盤は、し部白壁系であう、お

そらく姫浦層群上部に属するものであろう。

6♪古第三系および上部白墾系を支灘する主要な構造

は次の2っに区分さμる。すなわち・NN聾鮎W方向

を主軸とする摺曲とこれに伴なう鶴方向の断層およびこ

れらを切るNW－SE方向の断層群とであ謹，。蕎者の形

成時期はいずれも古第三系坂瀬川層堆積後一鮮新統堆積

前の間と推定される。

　　　　　　　焦　緒　　言
　調査は5万分の1地形図に基づいて昭和36年3月に実

施した概査である。

　　　　　　　　　　　　　　　ほんど　　　　しん　調査地域は熊本県天草下島の東部（天草郡本渡市，新
わ

和村，河浦町および牛深市の一部）の約150km箔の範囲

を占める（第1図および第2図）。

　　　　　　　　　　　　　びP一

　　　　　　　　　　　　〆、　　　　10　　　　．okm　　　　（≦シ〉調査地域

第三図　謂轡難域図
地域内の地質については1900年初頭以来かなりの研究

があり，とくに地域の西部および南部隣接地域について

は鹿児島大学波多江信広教授や筆者の嵐人高井などによ

るここ10余年来α）精密な炭田地質調査がある。また昭和

36年8月には本地域を含む下島全域にわたる重力調査が

蜷川親治らによって実施されている。

翫　地　　質

2・1概説
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天草下島東部の地質（高井保明・坊城俊厚）

第葱表　天草下島東部地質総括表
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　この地域の地質系統は第正表に示すとおりであって・

上部撚璽系を不整合に覆う窃第三系がもっとも広く分布

し，澄く一部にこの古第三系と不整含関係にある鮮新統　・

がみられ，さらに第四系が局部的靴分布している。また

鷺岩類その他の火由岩類力若午みとめられる。

　態謹　土部臼莚系（姫浦縢群）

　下島における白璽系は，従来の諸調査の結果をも考慮

し，主として岩相から，これを下部よりH＆～Hg！の7層

に区分することができる雛）。

　この地域に分布するものはこのう赫Hc瀬より上位の

もので，全層厚は2，難春撚余に達する．

　白塁系は地域南部の河浦町東部から牛深市東北部にみ

られ，最上部覗）薮g層がもっとも厚く，かつもっとも広

い分布を示す。下部より各層の概略を述べる。
　　　　しもぴら　　のむでん
　Hc顧：下平～乗田にかけ狭少な地区にみられ，下限

を断層によって切られて上部のみが露出する。暗灰色シ

トル岩および頁岩と細粒ないレ中粒砂岩との，墜、凱層で、

みうる範囲の層厚｝驚○搬程度である。
　　　　　　　　かみむタ　H斌罵1下平一乗田一上平、」わたり分布し，層厚は220

凱前後と推定さ敢る。暗灰色シル碑》主とし，薄い砂

質頁嘗、£いし細粒砂岩との細密な叢層を挾み，ときに緑

灰色細粒砂岩がみりれる。乗田西方の細粒砂岩力遥筆者

の1湘、蒲井がかつてえナ講穀化石は，中野（19欝）によ・）て

護が0翻奄傭鎗拶5如η拶幽灘NA翼ANOと報○られ，

波多江（雄6射はほぼ同じ層準から君6ゴ如sp．，～V躍凝繍繍

sp。、C轟だゴ3オ怠猛塾，GJy6ッ吻ら到夢s　cぞ。ご置郷α滝β繕6多器ゴ3NAGA（）夢

05ゴ劉霧6　sp。，　望螺蕗π召　＄P．爵　P舞魏θ　£f．為σ露鞭ガNA（3AO撃

動o幽錫辮鷹菰洗3砺‘雛BOH雛，その他の産串を報じ

ている。

　He層1下平付近で層厚約400m，岩相は暗灰色または

緑灰色の趨粒ないし中粒砂岩を主とし，・暗緑色礫岩およ

び暗灰色頁1 罐挾む。

　本麟の砂岩は一般に数鵬ごとに薄い砂質頁岩をはホ

み，板状を呈する。この砂岩はときに淡灰色礫岩を多く

はきみ，偽層を墨する部ηもあ恥
　　　　えじかノミ　　　　　　　　　サ　　ラ

　H礁む深海付1遅かり水道・船津ぐ河浦町）にかけて分

布し，轡厚は約300mであ萎。全体として海退相を示す

ものξ思われ，灰白色のアーコーズ粗粒砂岩を主とし，

申粒砂岩・砂質貰岩および頁岩との互層をは寒み，一般

に篠麟が発達する．中部および下部凝数枚の薄炭瀬ない

し炭質頁岩，と愚に灰白魚凝灰器ないし凝灰質賞揖がみ

灘）松下タ、道ら（欝灘）は瞬謬一菖層に郵針砺

　波多江縫襲ゆ）濾葺三撫聞：謬にξ｝分した。

　鶯g層：本層は地域南限の早浦～深海間α）道路沿いに

標式的に露出乏．，また久留雇下平，臼木澗内～本郷およ
　　　　　　ねび市之瀬一西高根間の道路においてもほぼぐの全層を観

察しうる。層厚は単浦～深海で約i，7齢難，白木河内細

菅一下平で気，欝○葺狸度とみ㌧れる。

　下半部は緑欝色礫際　祉し，同色の細礫質粗粒砂岩

・糧粒砂岩・緑灰色シルト岩との互薦をはさむ。礫岩中

の礫は通常釜一恥撚の珪質岩と火山岩類であり，亜角礫

または亜円礫状であ悉．藁質中にも火山岩類の微片を含

むことが特徴である。礫岩の下底はしばしば不規則な凹

凸を呈しごい萎。この下半部は長尾ぐ欝2鋤にょって深

海砂岩層と呼ば、もたものに当る。

　本層の．ヒ半部は灰黒鶴シルト岩を主とし，薄い砂質頁

岩ないし微細粒砂岩と黒灰色頁岩との密互層をはさむ厚

層で，数層準に細粒ないし粗粒砂岩との乱堆積相がみぢ

れる。

　頁岩中には植物化石の微片をしばしば含砺塊状シル

ト岩には1～獣難の珪質岩・火山岩類の亜円礫を散点的

に含むことがっる．数雛以下の緑青色礫岩が塊状シルト

岩中に発達することがある。牛深市亀浦・五通島西方の

本層．ヒ部の晴灰色シルト岩中からは，

　P諏欝醗汐欝㌶蟹緯o（撫露εμ6撫1欝動mKAWA　and

　h董AEDA窒ムな鐙鐙駕鍵ぜ5ε齪轟ξ馨魏壌露3お　わ76～疹3璽CHI－

KAWA灘遷MAE工）A
がえられ鴬注2）塾

　本顧）含有化石種，上位に重なる福連木層ぐ含有化石

かぢ始新世噺示す）との関係，佐藤ぐ欝磁）による重鉱

物組成の研　成果などから考えて，本麟はおそりく上蔀

ヘトナイ統に属し，姫浦麟群上部に相当嚢恭ものであ茅

う。

　慧論欝第灘渠，

　賓第三系は広範ノテ布を示し，下泣．／の福連曜層・志

岐霞鷹・砥石麟・…畢iぎ田麟および坂瀬撮層に区分懸れ，

繕厚累計は嵐争欝○競余りであ嚇が夢鑑熱。らは堆積の輪魍

によっで韓翻韓群およぴ坂瀬川麟群に大別しうる、地域

内では天草、無鳥などの霧第黛系の取1位にみられ蒸赤麟

層に相嶺する地層は発達せず，窟た下鳥北部などにお／プ

る坂瀬川鱒群、靴部麟（鬼池層・二江層）に相遜するもの

　注覇　携　紛翻臼鷺膏返ウ木1、．上部の暗黒色微紬粒砂

　　岩群かfも筒睾村ま次の化石を茸、℃いる。

　　　摺蓉欝曙潔欝纏蜘4薦帥勧癒欝駕欝KAWA
　　　撫療擁A窺熟，N願醐樹捻灘魏捻蕉難競錨

　　　海喫濤鷺難猟AWA欝急損MA鷺沿A，却鰯躍擢

　　　i蕪就．，む翻麺緬耀鋤

綿…ぐ鍛馨）



天藁ほ㍉難東部の地質（高井保明・坊城俊厚〉

も分布していない．

　窯識璽下島顧群

　福連木層1松下（鍛欝）の福連木層と醐じ地層を指

す，、牛深市中山付近から北東に河浦瞬久留一白木河内～

十原一薦高根にわたり分布する．地域中での層厚は憩礁

鷺程度である尊

　白色の細粒ないし粗粒砂岩が特徴的に目立ち，一部ぱ

灰色の微細粒砂岩・シルト岩をはさ諮、郵墾炭質頁岩もみら

れる。下半部とくに基底部の砂岩にはしばしば珪質岩の

細円礫が散点して礫質となり，その基底面はゆるい波形

の／嚥！！海示すことがあ篠。濠た部分的に著しく石灰質と

な鉱　ときに石灰質団球を禽有しているが，この部位に

は始新世を示すzV欝聴縦繍婬などの蔦等有孔虫化石が

密集している、基底部付近の砂岩は，鏡下において，構

成粒子とレて石英・長石（ア掛カソ長石麟よび斜長石）

・珪質岩片幡雲母類鳴雲母および黒雲母）などがみら

れるが・通常石英および珪質岩片がもひとも多量に，長

石類がこれにつぎ，雲母類はごく少量である。本層の上

半部も砂岩にとみ，灰臼色の細粒ないし中粒砂岩中には

癖伊縄が緯縫鰐オ猶ρぎ緯）編題翻薩K（）丁鐙⊆Aその他

の海棲貝化石を蓼産する．本／麹）最．撫部！瓢は通常他の部

位とやや岩質を異にする蕎灰色の緻密な微細粒ないし細

粒砂岩がみられ，奪℃灘趣～バ7鋤．などの化石を含む。

この砂岩の、／二限をもって福連木麟と上薫の志岐山層との

境界とUた．

　河浦町市之瀬繭部，弗深市申山（通称坊主鼻）その他

における観察結巣に基づき，本麟は傾斜不整脅をもって

上部白蕪系を覆うものと判断される。地域内齢おいて不

整合が総められたのは3地点であるが，本廟が上部白聖

系にきわめて近接してみられるぞの総の地点の状況もあ

わせて第濤表に示す．

　以上のように福連木麟菰上部白墓系訟の問には構造、ヒ

（とくに傾斜）および岩相上かなりの差異がみとめられ

る嬢

　産出化石は下のとお姿である注3）．

　擁3麟趣耀s熱
　9ε顯鰹謬赫J　o《琢♂～露2蒜　～sp．

　試晒欝欝耀」舜総翻婆奪轟勲5舘％s融『YABE　a鷺d　H森翼罵AW漁

　鎌灘纒鎚！伽4sp・　（多産）

　ハ7醒ず夢藏羅1‘7sp．

　βア』yo窯耀

　FJ　z48｛翠47ぎ総　＄P。

　CoZρ齪ガグ慮（護薦オ05が照）78shズ劉02Klo窪’AKA

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈多産）

　ざ℃灘伽1σ”？sp。

　ぐ｛掌劉だ愈拶㌶　S粟》。

　C榔が轟7罐sp・
　、黛冨留¢sp。

　さんご（F厩編1編趨繋s恥その他〉

　本層は岩質および産出化石から天草上島などにおける

白岳層に梢当すると考えられる。

　志岐山層1志岐出層は松下（懲総1）の提唱した層名

で，長尾α926）の教良木層に相妻難する。

　地域の中央部ぞの他に広く分布し，総体としてシルト

岩など財）細粒岩にとむことを特律疑する。本層の下限に

　注3）　麿孔虫は鑑として福照理，貝化石の一部は水

　　野篤行の鑑驚をわずらわせた。なお，本地域の
　　N％卿伽粥卿5の産出など鵜ついては波多江（1960）

　　によって詳しく論／シちれている。

第　2　表

観　　　地　点　　　福 木　層

牛深市中山
　（坊　主

N　7鑓黙＊
N　28。

河浦町白木河内
N　蕪5“鷺

N　78。

が　毒之瀬購部
　N　？響鷺

N　30～ξ蝦“

μ　十 原
　N　75。欝

N　鴛一20D

〃 講 　鷺一一W
N　5四！0。

　同傾斜

上’部繍璽系

N
N

器O　E

覇㌍

N
N

2馴E
難。

　N　67。E
N　　5填一’60。

N　750E
lN　35Q

　E－W
N　45～55。

岩　　相　　そ　　の　　他

上部白嚢系の灰色シルトを福連木層基底部

の礫質妙岩が明瞭な不整合面をもって覆う

福連木層。の下部lll二断層によって欠ける。

上部白要系招よ断層接触と考素．られる。

．献部顧｛、騨絃）砂嚢を福連木層調）礫質砂岩が

明らかな不整禽瞬をもって覆う。

上部轟璽系の縞模様の微細粒砂岩を福連木

層の含礫石灰叢砂岩が覆う。

＊上段：

接触部は露出なく直擾の関係不詳。
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ついては前項に述べたが，上限すなわち砥石層との境界

はシルト岩中に有孔虫または貝化石を多産し，しばしば

海緑石様緑色鉱物粒が散点する層準をもってした。本層

準は波多江（1960）によって遠見山化石帯と名づけられ

たものに当ると考える。

　地域の本層を通覧すると，下部は灰黒色のシルト岩を

主とし，微細粒～細粒砂岩の薄層（通常1隻0～15cm以下）

とシルト岩との密互層が一部に発達し，乱堆積相がみら

れる。中部もシルト岩を主とするが，ときに青灰色の中

粒砂岩（層厚3～5m）をはきむ。上部にはほとんど顕

著な砂岩はみられず灰黒色のシルト岩が優勢であるが，

この上部層の下半では前記のような密互層がみられ，乱

堆積相もみとめられる。

　本層のシルト岩・砂岩は一般に雲母片にとみ，また炭

化植物の微片を含むことが多い。

　砂岩は通常暗色で，上位の砥石層，下位の福連木層の

ものと肉眼的に区別できる6地域内の本層中には粗粒岩

はほとんどみられないが，宮地岳南方の鳥越付近に礫質

の粗粒砂岩（層厚80cm）を例外的にみとめた。

　本層の露出地は 丘陵性地形を呈し，地域内の地形的凹

所を形成している。そこでは微細な谷が商い密度で発達

する特異な谷系がみられ，この様相は“ちりめんじわ”

のような地形の彫刻として空中写真に表現されている。

これらφ地形的特徴はおそらく本層の岩質に起因するも

のと思われる。

　産出化石を次に示す注4）。

　　Cツ‘」σ卿7％」，zσsp・

　　Gastropoda

　　76％宛‘474」召卿α％4碗‘Ol’YOKOYAMA

　　C〆σ5α渉6J　l　i！6s　sp。

　地域全般にわたっての本層の層厚は明確に知りえない

が，地域南部（河浦町平床～市之瀬）では1750m程度と

推測される。

　砥石層＝前記の遠見山化石帯より上位，後記の一町田

層の下底までの砂岩にとむ地層で，長尾（1926）の砥石

層に相当する。

　本層は侵食に対する抵抗性が比較的強く地域内の山稜

を形成する（例えば頭岳・行人岳・楠原嶺・鍋割山・染

岳など）。したがってこれらの山稜線の配列形態によっ

注4）　貝化石はすべて“遠見山化石帯”層準からえた

　　ものである。’Vθ％擁‘σ7漉召の鑑定は水野篤行に

　　よる。

　　有孔虫は本層のシルト岩中に多産し，浅野・村
　田（1957）は浮游性のものを含めて多種の種を記

　載している。

て本層の分布や地域内の地質構造を逆に推知することが

可能である。

　本層は灰白色細粒ないし中粒砂岩を主とし，暗灰色の

微細粒砂岩・シルト岩・頁岩をはきんでいるが，下泣の

志岐山層および．丘位の坂瀬川層に較べて粗粒の岩相であ

る。通常砂岩は本層の、ヒ部に多く，砂岩・シルト岩（頁

岩）の互層は下部に発達しているが，新和村大宮地一大

多尾付近のように，微細粒砂岩・シルト岩（頁岩）が全

層にわたり瀕繁にはきまれて圧倒的に砂岩にとむ本層の

特徴がやや失われる場合もある。

　本層の砂岩の新鮮なものは青味を帯びた灰白色で，風

化面では黄褐色ないし灰褐色となり，ときにその風化土

壌は鮮かなオレンジ色を呈する．粗粒砂岩は本層の上部

に限ってまれにみられ，礫質のものはほとんど認められ

ない。葉理面などに雲母（白雲母）片をしばしば含み・

炭化植物微片がみられる。地域の南部および西部にあっ

ては厘い懸崖性のものがみられ，石材として利用きれ

る。

　本層中のシルト岩・頁岩は灰褐色ないし灰黒色で砂岩

と互層し，玉葱構造状に風化するものもあるが，もっと

も厚いものでも5mほどである。本層の下半部は灰黒色

シルト岩・頁岩と砂岩の密互層をなすことがあり，この

密互層帯は志岐出層のものと岩質のみでは分別が困難な

場合が多い。本層のシルト岩ないし微細粒砂岩には砂管

を有するものがある。

　天草炭田下島地区では本層は唯一の重要な來炭層であ

るが，地域内では一町田付近をのぞき炭層はほとんど発

達しない。

　層厚は一町田付近において既往の調査で約650mとき

れているが，本地域では全般に薄化し350～40qm程度で

ある。

　地域内の本層からは化石をえていない漆5）。

　2，3．2　坂瀬川層群

　前記砥石層の上に一田ぎ田層をもっては’じまる厚い海成

層があり，これを坂瀬川層群としたが，長尾（1926），

松下（1949），波多江（ig60）の坂瀬川層群に畿る。

　注5）　高井は下島南部の左要炭屠付近の頁岩中から，
　　　Co7房αぜ～鍵　（Cンダ鱒初δ6」露3紛　　夢㌶ぎσo才SUZUKI艶

　　　C・ゆ翻齢侮糊幽ゴ細）齢鋤IJ5（NAGAO）
　　　をえ，植物化石としては魚貫・枢現山両炭鉱の三

　　　尺層上盤などから』V6！欝幼o勉卿o％♂ご茄ENDO

　　　をえ九。
　　　波多江縫960）は本層中に8っの化石層をみと
　　　め，上半部の蕎麟潮≧二は獅勲♂｛羅嬬のような汽

　　　水性員化石，下半部の2層準には海棲性貝化石が

　　　あるとしている。
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　・一町田層：砥石層σ）灰白色砂岩の．ヒ位にくる海緑石粒

をもち，貝化石にとむ特徴的な砂岩層が本地域内におい

ても識別きれて，よい鍵層となる・

　灰緑色の細粒砂岩を主体とし，海緑石粒を比較的豊富

に含み，貝化石の密集する部分を基底付近のL5～2諭m

の範囲に有している．通常この上位には海緑石粒をわず

かにみとめ，、ほとんど貝化石のみられない微細粒ないし

細粒の砂岩（またはそれらの互層）が数mあって，より

上位は灰色の頁岩・シルト岩の厚層となる。ここでは海

緑石粒が多少なりともみとめられて，かつ塊状を呈する

砂岩相の部分を…町田とした。したがって本層の層厚は

6～8mほどである。
　本層から採取しえ九化石を次に示す注6）。

　　Z，2s6hゐ07σ蕉　sp・＊

　　CmS5α観1蜘s露ρカ0％ε銘Sゴs　YOKOYAMA（多産）

　　Cプ召ε麟ε雁旛sp。　（〃）

　　V「6勿07ズ‘α74iσsp．　　（　〃　）

　　L伽4σ卿砿θ％Sづs　YOKOYAMA＊

　　Brachiopoda　（多産）

　　さんご

　坂瀬川層：前記の一町田層の含海緑石砂岩から漸移し

地域内の古第三系の最上部と考えられる地層である。駒地

域内においてはその上限は明らかになしえない。

　本層の分布は向斜部にみられ，露出地は低平な丘陵性

の地貌を呈する。

　灰色ないし灰黒色頁岩・シルト岩が大部分を占めるが，

一部では微細粒砂岩がみられる。

　しばしば薄い板状の細粒砂岩（まれに中～粗粒砂岩）

と頁岩・シルト岩との互層帯があって，この砂岩には海

緑石様の緑色鉱物粒を含む。

　この互層帯は地域東北部海岸（新和村天附・同樫浦）

注6）　本層産出化石は長尾・納富・松下・波多江・高

　井などに，1：ってド、島地区全般にわ鷺り多数記載さ

　　れている。上表中＊印のものは水野篤行の鑑定を

　　わずらわせた。

注7）　従来の調査で高井によって採取された化石（産

　地）を示す。
　　Cγ硲詔撫μ2i駕解ゆヵ醒裳綱sσs　YOKOYAMA，

　　βグα《♪hぎ謬爵舜〆ご5暮磁L奪t　sp・　ind¢t。，T67640　sp・

　　　　　　　　く牛深甫魚貫西方海岸，辰ケ越）
　　α4郷解駕ε薇解σ甥融2結α偬SづS（）MORI

　　　　　　　　　　　　　（牛深市北西，前崎）

　　ぐ露灘醗灘♂s魏解吻oz彪」OMORI

　　　　　　　　　　　　　（牛深市西方，須口）
　　　C舷鑛灘耀編鐸郷＄p。　　　　（坂瀬川炭鉱東南）

注8）　浅野・村藤礁957）は河浦町一町田付近の本層

　　から有孔虫を記載している。

において，本層下底から100m内外の2～3層準に観察

された。

　地域内でみうる本層は，その基底部から上位400《・500

mの層厚の範囲のものと考えられる。

　地域西部，洵浦町今田北東において，本層から次の化

石をえた注7）8）。

　L4卿σ60‘初」‘σNAGAO，五」吻ασ卿砿8％s歪s　YOKO

　　YAMA
　焦4　鮮新統（佐伊津層）

　本渡市市街地の西部に古第三系を不整合に覆って主と

して礫層からなる地層が局部的にみられる（第2図）。

　本層は地域北方の本渡市佐伊津を中心として五和町御

領付近にかけて広く分布し，含有植物化石によって，鮮

新世のものときれた佐伊津層の下部に相当するものと考

えられる。

　安山岩類・玄武岩類などの円礫層を主とし，砂層，

および粘土層をはさんで，層厚は30m程度と思われ
る注9）。

　2・5第四系
　2。5，1洪積統

　地域東部，新和村小宮地付近その他に局部的に分布し

主として古第三系の砂岩・シルト岩・火由岩類などの亜

円礫からなる礫層および灰色の粘土層がらなり，層厚は

10m内外と思われる注10）。

　2．5。2沖積層

　地域内の河川沿いの低地に分布し，砂・礫・粘土から

なり，厚さは10m以下である。新和村大宮地付近でもっ

とも分布が広く，その一部は沼沢地となっている。

　2・6火成岩類

　地域内の随所に小規模な岩脈・岩床をなして，上部白

璽系および古第三系に貫入する火成岩類がみられ，これ

らは紛岩類および玄武岩類に大別される。

　2．6。1扮岩類

　地域中央部（中田背斜中心付近）の志岐山層中にもっ

注9）　高井は下島北端部，五和町通詞海岸の本層相当

　層からFσ9％s勿lo6翼76％雄σOKurSU，ハ4召9％o－

　」宛sp。をえた。納富（1930）は本渡市明瀬，茂
　　木根付近などの本層から　Fσ8％s　sp・，Q％砂‘％s

　sp．を報じ，長崎県茂木町産のものと酷似してい

　　るとしている。

注10）新和村小宮地北方の諏訪付近では志岐山層の侵

　　食面を水平に覆う礫層があり，その他，地域南部

　　乗田などの礫層を併せて洪積層と考えたが，いず

　　れも洪積世を示す確証はえていない。しかしこれ

　　は付近の沖積層とは明らかに区別きれるので，一

　　応ここには洪積統として扱うこととした。
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第2図a

彪

とも多くみられ懸。

　通常痔尽数黙以下の貫入体で，まれに2鋳》30m鷺達す

るが，貯の露出を長く追跡しう券ものはほとんど皆無で

あ業，海岸などの好露出で鶴察壌・誌，とくに憲岐山層

中に繋入し穏ものは，同一一岩沐がわずかの閥瓢蔓の方向

を転じ，地層籐に平行なものがそれを切るようになり，

あるいは分岐・尖滅するなどきわめて不規則な形態を示

す。こ才1らは母岩（志岐揖燭）の示す乱堆積相力慣入岩

体の形態に反映きれだものと思われる．岩体にはときに

柱状節理が発達す感、岩体と接触するシルト岩などは接

触藤から驚～翫撚程度の編で硬化し、ていることがある

が，ぞの他の人質は肉眼的に綜みと汐㌧れない、

　大部分の紛岩類は，肉眼では，等灰熱であり，ほ蕊ん

ど麹晶はみとめ㌧れず，地域内の1紗岩に全く類似の外観

をしている糎）が多い。

　し、かし黒雲母および輝石類の斑晶を識粥しうるものも

ある。

　砂岩様のものは鏡下においても一般に無顯晶で，石基

鶯一一一慮欝）



天草下島東部の地質（高井保囎・坊減俊厚）
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天草下島東部地質断面巌（凡例は第2図aに準ずる）

は短柱状の斜長石が主体で，微量の黒雲母・石英がみと

められ，組織はピ嚢拠ケシチックなし・レ組面岩質であ

る。通常炭酸塩化が著しい瀞肉鰻的に黒雲母などの斑晶

がみられ悉もの嫉，鏡下鱒おいて，黒雲母・輝石類・角

閃石類が斑晶および石基に存し，石基は主として短柱状

の斜長石および少量の石英からなる，、無斑晶（砂岩様）

のも蔚）菰二較べて・有色鉱物1疑二み，炭酸塩化は余り著し．

くない。これらの扮岩類はいずれも変質を受け，有色鉱

物の多くは分解し，と淑ご微量の硫化鉱の鉱染がみられ

る訟

　地域内の資料か嚇瓢これらの碕岩類の貫入時期は古

第三系坂瀬燐鱒群以後とのみしかいえない洩1）。

　鷺灘薫　玄武岩

　河浦町平床，岡立原付近の砥石層お，よび志岐山層中に

岩脈および岩床状をなしてみられ，その規模は紛岩類の

・を≡れよりも大きし、，、

　肉眼で灰黒色・細粒・緻密であり，鏡下において斜長

石・輝石および徽携石の斑贔がみとめ疹れる。斜長石の

斑贔は少量であり，とき紅累帯構造を示す。撤擁石は蛇

紋岩化している、，石基は通常嚢譲mm内外の短冊状の斜

長石を主とし，粒状の輝石類が散在して填間組織を呈す

る。まれに斜長石などを切る方解石細脈がみとめられる

注11）高井の未公浅資料からは，本紛岩類とおそらく

　麟類の角閃鐙岩が，下島北西部志岐付近で，古第

　三系の招曲構造と一致した半ドーム状をなして主
　要炭層中観岩床状に避入してお1タ，明らかに後期

　のNW一＄君性断層に切られていることが知られ

　ている。そして轍の角閃珊岩の貫入時期は榴曲と
　相前後した・ものと考えられている。
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が，一般に紛岩類に較べて新鮮であり・結晶度もやや高

いo

　これらと同種とみられる玄武岩の転石は，河浦町今田

東方の頭岳・行人岳の山腹東斜面に多くみいだきれ・ま

た十原付近の上部白垂系中には小規模な玄武岩岩床があ

る。

　本岩の貫入時期は，本地域に関する限りでは，古第三

系砥石層以後とのみしかいえない注12）。

3。地質構造

主要な構造としては，3・1および3・2に述べる顕著な2

方向がみとめられ，それぞれ形成期を異にしている。両

者の形成期は後記のように古第三系坂瀬川層堆積後～鮮

新統堆積前の間と考えられる。以上は下島全般の構造に

ついて共通するようである。

　地域内の上部白至系と古第三系の構造上の関係（前記）

から，上述の主要構造形成期に先んじて上部白墓系に影

響を与えた造構運動が推定される。これらについては，

波多江（1959，1960），天野（1960），植田（1960），高

弁・松本（1961）によって，本地域およびその近隣（天

草上島・長島・牧島）に関する研究として公表されてい

る。

　3．1　摺曲構造およぴこれに伴なろ断層（前期）

　古第三系および上部白垂系はNNE～SSW方向を主軸

とする摺曲によって支配され，次の4っの主要構造に区

分される。

夷隅㌧…斜・ド躍繍窟差
難高副籍鑛灘甑い・．

　3．1．1一町田向斜

下島のほぼ中央部を縦断する重要なもので，本地域の

西縁を画している。今回はその一部を調査し惣こすぎな

いので，詳細は納富（1930），松下（i劔9），高井（1952♪，

波多江（1960）などの諸報文にゆずる。

　本渡市宮地岳付近には：E－W方齢こ軸を有し，西方に

沈む小向斜があるが，これは一町田向斜よりの分岐支脈

で，納富（1930）によって豆木場向斜とよばれたもので

ある。　　　　　　　　　　　　　・

注12）地域外周辺の未公表調査（高井）結果からは，

　本岩と同種と考えられる玄武岩はNW～SE方向
　の断層に沿って岩脈状に貫入したものが多くその
　産状から貫入時期はNW（・SE方向の断層（後期）

　の生成と相前後したものと考えられている。

　3．1．2　中田背斜

地域南半の主部を占め東北方へ沈降する背斜で，西高

根断層以北で1まその中心部に志岐山層が露出し，主軸は

中田付近から西高根北西にかけてトレースできる。西高

根断層以南にあっ』ては背斜中心部に上部白璽系が露出す

るが，白墓系は大観してNE－SW走向でNWに30～40。

傾斜する単斜構造を示している。しだがってこの地区で

の背斜軸部の位置は明らかでない。背斜西翼部の傾斜は

北部で15～20。とゆる鵡南部で30。前後とやや強くな

る傾向がみとめられる・

　本背斜は中心よりやや東翼寄りでNN　E－S　SW方向

の上平断層によって切られ，背斜南半地区では上部白墓

系（Hc層・Hd層など）　と古第三系が接している。一背斜

北半地区では，第3図にみられるように・古第三系の構

造に不連続を生じ，背斜西翼部に比し東翼部の発達は狭

く，ただちに東側の大門向斜へと移化する。

　NNE－SSW方向の断騒は上記の上平断層のほかにも

河浦町自木河内，．本渡市食場・宇土などにみら．れるが，

これらの断層は背斜を形成した禰曲と密接に伴ない・こ

れが転化したものと考えられる注13）。　上平断層の見掛

上の層聞落差は地域南隅の深海付近では約3，000mと夢

られるが，次第に東北方へ落差を減ずる。西高根以北に

おいて』本断層の延長は志岐由層中を走り，その性状には’

不明の点が多くなるが，新和村小宮地・同大宮地付近に

いたり追跡は困難となる。

　本背斜およびこれに伴なづ断屑は後期のNW－SE系

の断層群によって胴切りされる。

　3．醤．3　染岳ドーム

　本渡市食場・櫨宇土付近に頂部を有し，北部を後生の

NW－SE方向の鶴断層によって切られ7こドーム構造で

翼部の傾斜は各所であ翻）一定しないが，概して300以

下である。本ドームは前記中田背斜がその北部において

転位して生じだ一連のものと考えられる。ドームは南東

部（本渡市大野付近）に張り出してそこに派生的小背斜

がみ言，れる。摺曲に伴なって形成されたと考えられる

N皿……一SSW7；方1句の断1鱒ゾ蒔ドー一ム1頂部付藁造に推定され・

さらに後期のNW－SE方向の断層群がドームを切載し

ている。

　3，1。4　　フヒ1梢1憩寒斗

　この向斜は地域東部の海岸線沿いに発達し，前記の中

田背斜および染岳ドームから移化する．

　向斜主軸の方向は中部の新和村天附，新田付近におい

　注13）上平断層は波毎江（1960）によっても・高角度

　　　の摺曲断層と考えられているo
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　ノノ

　　　　　　　　　　第3図　天草下島東部地質構造概念図

て変化し，その北部地区ではNNW’一SSE方向，南部地

区ではNNE－SSW方向を示す．北部地区の軸部には坂

瀬川層が露出して低平な地形を形成し，一部は海面下に

軸部が予想される。これに対し繭部地区における軸部に

は，主として砥石層が露出し・，産島・梶木岳・屏風山な

どを結ぶ山稜線がみられる。すなわち，向斜は全般とし

て北にゆるく沈降している。

　向斜翼部の傾斜は所によって区々であるが，おおむね

30。を超えない。

　主軸の方向の転換部となづている天附・新田近傍では

やや錯そうした構造となり，そこでは後期のNW－SE

方向の断層以外に榴曲に伴なったと思われる断層も存在

するようである。，

　向斜の本渡瀬戸以北の北方延長および産島以南におけ

る南方への延長はそれぞれ追跡が困難である。

　この向斜構造もまた後期生成のNW－SE方向の断層

群によって胴切りきれる。

　3．2NW－S　E方向断層（後期）

　前記の前期生成の構造を切って，地域内には，NW－

SE方向の多数の断層が並走している。主要なものは，
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北から，鶴・柱獄・大宮地および西高根の婆断嬢靴灘え

られ，いずれも紹曲構造の配置や鍵麟分布の上にかな夢

の影響を鱗えてい急、、

　鶴断麟は地域北酉かの苓北晦鶴付近より南東方へ砥び

染，爵ド…ムの北部を断ち，本渡市毒欝南部では志岐由澱

と坂瀬駕／，1ξを直接させ、見掛届1蓑側落ちで路．譲

た一町薩胸斜は徽の断麿捲境竃二し罫ぞ¢）悲東の地域にあ

ヅζは構造が不明瞭となり，主軸の位鷺観もかなりのず

れ響生．ず懲ようである。

　柱獄嫉職は染岳ドームを切ひて，さ淑こ大門向斜軸の

方向を大きく変えているが，この断覇は地域北西方（竹

之迫・涼松炭砿坑内）で確認熱れてい悉顕著な断層の南

東への延長と考えられる。

　大嘗地断層は中瞭背斜～染誘r一試譲、i互の転位，…町

疑i向斜軸お議び大門向斜軸の転愈窯猷関与したと思われ

る．本断麟は地域の西北読ゴC，ぎ北町小松付近）でみ1欝れ

≧銀著な断鱒鱒連続するもの～二考えられる。

　西高根断麟は河浦町十原萄近などで福連木層の分布に

ずれを与え，中田背斜軸部では一臨部白無系（翼碧層）と

志岐山麟を直接さ慧ると推定される。

　以上の薫要のもの以外にこのげ統の断層は多数みとめ

られるカ㌔季螢だ1噌C　潮妻難は概してづ苓いものと思う。

　蝶れらのNW一 一総方向の断層ま摺曲構造を切っている

ので・響の見掛 熱の　蒙1は購…断麟に｝羊惑いても1訴により

正逆まちまちである。またいくつかの断層は水平移動式

の要舞・もつものと考えると構造の解明が一層容易にな

鵜舜

　禽回の調査ではζ二れら断層について錠）資料はかならず

しも充分～二はいえず，今後西部隣接地域などの調査結果

との総合検討が必要で軽る．

亀　結　　論

　恐の調査によって，、熱原響島徽中心とす考1）海陸地域の

南東縁辺部の蟻質状況などが，一応明らかにされたが，

今後轍残恭周題も少なくない．

　（1）縫域内の賓嚢三系の調査にあたっては，㎜

け…一般的な漁序・構造などに〆いての通念徽、まぽ適用

す篠こ傾がで補罫．二／練方に近接する．！l二、鶏の古第三系と

の関連馨1・惣後…づ讃明ゆか／こす纂嬬とが望まれる。

　鋤　占第三系と上部白要系との境界紅ついては，地域

の爾部に限り明らか紅ぷれた．しかし地域の北半部に関

しては推定の域をでないので，機会をえての試錐調査な

どが期待審れ為．

　穣）下腸紀搭いて重要な爽炭層である砥石属が広く分

布す撫1誌かかわらず・地域内には炭層の発達はほとん

どみられない。炭層はいずれも劣化し，砥石層中の炭座

齢相当する部分轍は炭質頁岩または頁岩1シルト岩）を

みる鷺）みであひ，納富（欝S㊥猷より鰻◎られた本渡市

大野付近における炭層鵬頭の存在も明らか瓢しえなかっ

た．地域内で鯵葭が劣化する原因については今後検討の

要がある．

　（誌〉地質構造に関しては，地域内に、餐砿鱈鉱山および

試錐資料がほ撫んどなく，概爵の範闇で醸その詳細を知

りえないうらみがある．しかし，大観して，地域内の主

要構造は2系統のそ勲ぎれ形成期および性格を異にし

た，構造の複嶺として表現審れており，従二知られてい

たものよ！）かな1）複雑である。

　獺々の断麟についての性状の決疋，蟷質構造と貫入火

戒岩類との関連などを明らかにすく試．恥がぎ畿の課題の

蕊つである爺

　また本地域とぞの東方の諸，賠（牧／i、暦甕子島・諸浦島

・長島など）の間は不知火海中の茎水遵瓢よって距て

られている。地薫．覧繭部産篤、擬）東方海 ヒの上約島の状況，

報じられてい　前記諸脇の地質などから判断L．’て，慧の

水道に沿ってNNE－SSW刀陶の構造繰“推定される。

しかし，現在ではこα）構遷線の耗、1、窪三，；iよび性状を充分

に笑証するこ乏二はできな蔓・。　　　鰐春……鐙一、講月調査）
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